
広
島
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
三
月
十
一
日 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

広
島
県
規
則
第
四
号 

広
島
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
広
島
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

広
島
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
三
年
広
島
県
規
則
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う

に
改
正
す
る
。 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

 
 

（
工
事
監
理
者
の
決
定
等
） 

第
六
条 

建
築
物
の
建
築
又
は
大
規
模
の
修
繕
若
し
く

は
大
規
模
の
模
様
替
（
以
下
「
建
築
等
」
と
い
う
。

）
で
、
法
第
五
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
工
事

監
理
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
（
移
転
を

除
く
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
建
築
主
が
、
法
第
六
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
主
事
等
の
確
認
（
法
第

十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
済
証
の
交
付
を

含
む
。
）
又
は
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
指
定
を
受
け
た
者
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
当
該
工
事
の
工
事
監
理
者
を
決
定
し
、
確
認

申
請
書
に
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

確
認
申
請
の
時
ま
で
に
工
事
監
理
者
を
決
定
で
き
な

い
と
き
は
、
当
該
工
事
に
着
手
す
る
ま
で
に
工
事
監

理
者
を
決
定
し
、
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
工
事
監 

理
者
決
定
届
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

（
略
） 

 

（
完
了
検
査
申
請
書
等
に
添
え
る
書
類
等
） 

第
六
条
の
三 

（
略
） 

一 

（
略
） 

 

イ
・
ロ 

（
略
） 

 

ハ 

政
令
第
八
十
条
の
三
の
規
定
に
適
合
す
る
こ 

と
の
確
認
に
必
要
な
図
書
又
は
別
記
様
式
第
二 

号
の
三
に
よ
る
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
係 

る
対
策
工
事
状
況
報
告
書
を
添
付
し
て
、
法
第 

六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六
条
の
二
第
一
項
の 

規
定
に
よ
る
確
認
申
請
又
は
法
第
七
条
の
三
第 

一
項
若
し
く
は
第
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に 

よ
る
中
間
検
査
申
請
を
行
つ
た
建
築
物 

二 

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号

）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
建
築
行
為

を
し
よ
う
と
す
る
建
築
物
に
あ
つ
て
は
、
別
記
様

式
第
二
号
の
四
に
よ
る
省
エ
ネ
基
準
工
事
監
理
状

況
報
告
書
（
標
準
入
力
法
）  

三
―
七 

（
略
） 

（
工
事
監
理
者
の
決
定
等
） 

第
六
条 

建
築
物
の
建
築
又
は
大
規
模
の
修
繕
若
し
く

は
大
規
模
の
模
様
替
（
以
下
「
建
築
等
」
と
い
う
。

）
で
、
法
第
五
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
工
事

監
理
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
（
移
転
を

除
く
。
）
を
し
よ
う
と
す
る
建
築
主
が
、
法
第
六
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
主
事
の
確
認
（
法
第
十

八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
済
証
の
交
付
を
含

む
。
）
又
は
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

指
定
を
受
け
た
者
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
当
該
工
事
の
工
事
監
理
者
を
決
定
し
、
確
認
申

請
書
に
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
確

認
申
請
の
時
ま
で
に
工
事
監
理
者
を
決
定
で
き
な
い

と
き
は
、
当
該
工
事
に
着
手
す
る
ま
で
に
工
事
監
理

者
を
決
定
し
、
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
工
事
監
理

者
決
定
届
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

（
略
） 

 

（
完
了
検
査
申
請
書
等
に
添
え
る
書
類
等
） 

第
六
条
の
三 

（
略
） 

一 

（
略
） 

 

イ
・
ロ 

（
略
） 

 

ハ 

政
令
第
八
十
条
の
三
の
規
定
に
適
合
す
る
こ 

と
の
確
認
に
必
要
な
図
書
又
は
別
記
様
式
第
二 

号
の
三
に
よ
る
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
係 

る
対
策
工
事
状
況
報
告
書
を
添
付
し
て
、
法
第 

六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六
条
の
二
第
一
項
の 

規
定
に
よ
る
確
認
申
請
又
は
法
第
七
条
の
三
第 

一
項
若
し
く
は
第
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に 

よ
る
中
間
検
査
申
請
を
行
っ
た
建
築
物 

二 

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関 

す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
） 

第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
建
築
行
為
を 

し
よ
う
と
す
る
建
築
物
に
あ
つ
て
は
、
別
記
様
式 

第
二
号
の
四
に
よ
る
省
エ
ネ
基
準
工
事
監
理
状
況 

報
告
書
（
標
準
入
力
法
） 

三
―
七 

（
略
） 



２
―
５ 

（
略
） 

６ 
（
略
） 

一 
国
、
都
道
府
県
又
は
建
築
主
事
等
を
置
く
市
町

村
の
建
築
物 

二 

第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
又
は
建
築
主
事

等
に
前
各
項
に
規
定
す
る
工
事
の
監
理
状
況
に
つ

い
て
報
告
の
あ
つ
た
建
築
物 

 

（
工
事
監
理
状
況
の
報
告
） 

第
七
条 

工
事
監
理
者
は
、
知
事
又
は
建
築
主
事
等
か

ら
建
築
物
に
関
す
る
工
事
監
理
の
状
況
に
関
し
て
報

告
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
三
号
に
よ

る
工
事
監
理
状
況
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

（
手
数
料
の
減
免
） 

第
八
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

前
二
項
の
規
定
は
、
国
、
都
道
府
県
又
は
建
築
主

事
等
を
置
く
市
町
村
が
建
築
主
で
あ
る
建
築
物
等
の 

手
数
料
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、 

第
一
項
中
「
確
認
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
計
画
通
知

」
と
、
「
完
了
検
査
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
工
事
完

了
通
知
」
と
、
「
中
間
検
査
申
請
」
と
あ
る
の
は
「

特
定
工
程
工
事
終
了
通
知
」
と
、
「
構
造
計
算
適
合

性
判
定
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
構
造
計
算
適
合
性
判

定
を
求
め
る
通
知
」
と
、
「
確
認
を
」
と
あ
る
の
は

「
確
認
済
証
の
交
付
を
」
と
、
「
確
認
（
」
と
あ
る

の
は
「
確
認
済
証
の
交
付
（
」
と
、
「
確
認
」
」
と

あ
る
の
は
「
確
認
済
証
の
交
付
」
」
と
、
前
項
中
「

申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
書
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。 

 

（
工
作
物
の
許
可
申
請
） 

第
二
十
条 

省
令
第
十
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

知
事
が
定
め
る
図
書
又
は
書
面
は
、
次
の
表
に
掲
げ

る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
政
令
第
百
三
十
八
条

第
四
項
第
五
号
の
工
作
物
で
第
一
種
低
層
住
居
専
用

地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
中
高

層
住
居
専
用
地
域
及
び
田
園
住
居
地
域
以
外
の
地
域

に
築
造
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
付
近
周
囲
現
況
図

を
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

（
略
） 

２ 

第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
は
、
省
令
第
十
条
の
四 

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
四
項
中
「
省
令

第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
省
令
第
十
条

の
四
第
四
項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「

前
項
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
壁
面
線
の
位
置
の
限
度
を
超
え
る
建
築
物
等
の
認 

定
申
請
） 

第
二
十
条
の
二 

（
略
） 

認
定
の
種
別 

添
付
す
る
図
書
又
は
書
面 

（
略
） 

（
略
） 

 
 

２
―
５ 

（
略
） 

６ 

（
略
） 

一 

国
、
都
道
府
県
又
は
建
築
主
事
を
置
く
市
町
村 

の
建
築
物 

二 

第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
又
は
建
築
主
事 

に
前
各
項
に
規
定
す
る
工
事
の
監
理
状
況
に
つ
い 

て
報
告
の
あ
っ
た
建
築
物 

 

（
工
事
監
理
状
況
の
報
告
） 

第
七
条 

工
事
監
理
者
は
、
知
事
又
は
建
築
主
事
か
ら

建
築
物
に
関
す
る
工
事
監
理
の
状
況
に
関
し
て
報
告

を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
る

工
事
監
理
状
況
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

（
手
数
料
の
減
免
） 

第
八
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

前
二
項
の
規
定
は
、
国
、
都
道
府
県
又
は
建
築
主

事
を
置
く
市
町
村
が
建
築
主
で
あ
る
建
築
物
等
の
手

数
料
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
一
項
中
「
確
認
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
計
画
通
知

」
と
、
「
完
了
検
査
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
工
事
完

了
通
知
」
と
、
「
中
間
検
査
申
請
」
と
あ
る
の
は
「

特
定
工
程
工
事
終
了
通
知
」
と
、
「
構
造
計
算
適
合

性
判
定
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
構
造
計
算
適
合
性
判

定
を
求
め
る
通
知
」
と
、
「
確
認
を
」
と
あ
る
の
は

「
確
認
済
証
の
交
付
を
」
と
、
「
確
認
（
」
と
あ
る

の
は
「
確
認
済
証
の
交
付
（
」
と
、
「
確
認
」
」
と

あ
る
の
は
「
確
認
済
証
の
交
付
」
」
と
、
前
項
中
「

申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
書
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。 

 

（
工
作
物
の
許
可
申
請
） 

第
二
十
条 

省
令
第
十
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

知
事
が
定
め
る
図
書
又
は
書
面
は
、
次
の
表
に
掲
げ

る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
政
令
第
百
三
十
八
条

第
三
項
第
五
号
の
工
作
物
で
第
一
種
低
層
住
居
専
用

地
域
、
第
二
種
低
層
住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
中
高

層
住
居
専
用
地
域
及
び
田
園
住
居
地
域
以
外
の
地
域

に
築
造
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
付
近
周
囲
現
況
図

を
添
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

（
略
） 

２ 

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
は
、
省
令
第
十
条
の
四 

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
三
項
中
「
省
令

第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
省
令
第
十
条

の
四
第
四
項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「

前
項
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
壁
面
線
の
位
置
の
限
度
を
超
え
る
建
築
物
等
の
認 

定
申
請
） 

第
二
十
条
の
二 

（
略
） 

認
定
の
種
別 

添
付
す
る
図
書
又
は
書
面 

（
略
） 

（
略
） 

 
 



政
令
第
百
三
十
七
条
の
十
二
第

六
項
、
政
令
第
百
三
十
七
条
の

十
二
第
七
項
又
は
政
令
第
百
三

十
七
条
の
十
六
第
二
号
の
規
定

に
よ
る
認
定 

（
略
） 

 
 

２ 

（
略
） 

３ 

第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
は
、
省
令
第
十
条
の
四

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
四
項
中

「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
省

令
第
十
条
の
四
の
二
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 

４
・
５ 

（
略
） 

 

（
一
の
敷
地
と
み
な
す
こ
と
等
に
よ
る
制
限
の
緩
和 

に
係
る
認
定
又
は
許
可
の
申
請
等
） 

第
二
十
条
の
三 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
は
、
省
令
第
十
条
の
十

六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
四
項
中
「

省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
省
令
第

十
条
の
十
六
第
一
項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る

の
は
「
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
一
項

に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

（
略
） 

６ 

第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
は
、
省
令
第
十
条
の
十

六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
四
項
中
「

省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
省
令
第

十
条
の
十
六
第
二
項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る

の
は
「
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
五
項
に

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
一
の
敷
地
と
み
な
す
こ
と
等
に
よ
る
制
限
の
緩
和

に
係
る
認
定
又
は
許
可
の
取
消
し
の
申
請
等
） 

第
二
十
条
の
四 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
は
、
省
令
第
十
条
の
二

十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
四
項
中

「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
省
令

第
十
条
の
二
十
一
第
一
項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と

あ
る
の
は
「
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
一

項
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
防
火
壁
又
は
防
火
床
の
設
置
を
要
し
な
い
建
築
物 

の
認
定
申
請
） 

第
二
十
条
の
六 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
十
九
条
第
四
項
中
「
省
令
第
十
条
の
四
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
」
と
、
「
第
一
項
に

」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 

政
令
第
百
三
十
七
条
の
十
六
第

二
号
の
規
定
に
よ
る
認
定 

   

（
略
） 

 
 

２ 

（
略
） 

３ 

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
は
、
省
令
第
十
条
の
四

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
三
項
中

「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
省

令
第
十
条
の
四
の
二
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 

４
・
５ 

（
略
） 

 

（
一
の
敷
地
と
み
な
す
こ
と
等
に
よ
る
制
限
の
緩
和 

に
係
る
認
定
又
は
許
可
の
申
請
等
） 

第
二
十
条
の
三 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
は
、
省
令
第
十
条
の
十

六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
三
項
中
「

省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
省
令
第

十
条
の
十
六
第
一
項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る

の
は
「
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第
一
項

に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

（
略
） 

６ 

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
は
、
省
令
第
十
条
の
十

六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
三
項
中
「

省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
省
令
第

十
条
の
十
六
第
二
項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る

の
は
「
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
五
項
に

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
一
の
敷
地
と
み
な
す
こ
と
等
に
よ
る
制
限
の
緩
和 

に
係
る
認
定
又
は
許
可
の
取
消
し
の
申
請
等
） 

第
二
十
条
の
四 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
は
、
省
令
第
十
条
の
二

十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
三
項
中

「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
省
令

第
十
条
の
二
十
一
第
一
項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と

あ
る
の
は
「
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
一

項
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
防
火
壁
又
は
防
火
床
の
設
置
を
要
し
な
い
建
築
物 

の
認
定
申
請
） 

第
二
十
条
の
六 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
十
九
条
第
三
項
中
「
省
令
第
十
条
の
四
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
」
と
、
「
第
一
項
に

」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 



４ 

（
略
） 

 
（
災
害
危
険
区
域
内
の
建
築
制
限
の
特
例
に
係
る
認 

定
申
請
） 

第
二
十
一
条 

（
略
） 

２ 

第
十
九
条
第
四
項
及
び
第
二
十
条
の
六
第
四
項
の

規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
四
項

中
「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
」

と
、
第
二
十
条
の
六
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
が
け
付
近
の
建
築
物
に
対
す
る
建
築
制
限
の
特
例 

に
係
る
認
定
申
請
） 

第
二
十
一
条
の
二 

（
略
） 

２ 

第
十
九
条
第
四
項
及
び
第
二
十
条
の
六
第
四
項
の

規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
四
項

中
「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
」

と
、
第
二
十
条
の
六
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
特
殊
建
築
物
等
の
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
等
に
お 

け
る
建
築
制
限
の
特
例
に
係
る
認
定
申
請
） 

第
二
十
一
条
の
三 

（
略
） 

２ 

第
十
九
条
第
四
項
及
び
第
二
十
条
の
六
第
四
項
の

規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
四
項

中
「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
」

と
、
第
二
十
条
の
六
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
不
適
合
既
存
建
築
物
の
緩
和
認
定
申
請
） 

第
二
十
二
条 

（
略
） 

２ 

第
十
九
条
第
四
項
及
び
第
二
十
条
の
六
第
四
項
の

規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
四
項

中
「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
」

と
、
第
二
十
条
の
六
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
建
築
協
定
の
認
可
） 

第
二
十
五
条 

（
略
） 

２ 

第
十
九
条
第
四
項
及
び
第
二
十
条
の
六
第
四
項
の

規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
四
項

中
「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
」

と
、
第
二
十
条
の
六
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
前
項
」
と
、
「
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
認
可

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

（
略
） 

 

（
災
害
危
険
区
域
内
の
建
築
制
限
の
特
例
に
係
る
認

定
申
請
） 

第
二
十
一
条 

（
略
） 

２ 

第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
十
条
の
六
第
四
項
の

規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
三
項

中
「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
」

と
、
第
二
十
条
の
六
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
が
け
付
近
の
建
築
物
に
対
す
る
建
築
制
限
の
特
例 

に
係
る
認
定
申
請
） 

第
二
十
一
条
の
二 

（
略
） 

２ 

第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
十
条
の
六
第
四
項
の

規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
三
項

中
「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
」

と
、
第
二
十
条
の
六
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
特
殊
建
築
物
等
の
敷
地
と
道
路
と
の
関
係
等
に
お

け
る
建
築
制
限
の
特
例
に
係
る
認
定
申
請
） 

第
二
十
一
条
の
三 

（
略
） 

２ 

第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
十
条
の
六
第
四
項
の

規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
三
項

中
「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
」

と
、
第
二
十
条
の
六
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
不
適
合
既
存
建
築
物
の
緩
和
認
定
申
請
） 

第
二
十
二
条 

（
略
） 

２ 

第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
十
条
の
六
第
四
項
の

規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
三
項

中
「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
」

と
、
第
二
十
条
の
六
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
建
築
協
定
の
認
可
） 

第
二
十
五
条 

（
略
） 

２ 

第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
十
条
の
六
第
四
項
の

規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
三
項

中
「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
」

と
、
第
二
十
条
の
六
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
前
項
」
と
、
「
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
認
可

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 



 

（
建
築
協
定
の
変
更
認
可
申
請
） 

第
二
十
六
条 

（
略
） 

２ 

第
十
九
条
第
四
項
及
び
第
二
十
条
の
六
第
四
項
の

規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
四
項

中
「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
」

と
、
第
二
十
条
の
六
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
前
項
」
と
、
「
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
認
可

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
取
下
届
） 

第
三
十
一
条 

法
、
政
令
、
省
令
、
法
施
行
条
例
又
は

こ
の
規
則
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
し
た
者
は
、
当
該

申
請
を
取
り
下
げ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式

第
十
九
号
に
よ
る
取
下
届
を
、
知
事
又
は
建
築
主
事

等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
建
築
主
等
の
氏
名
又
は
住
所
の
変
更
届
） 

第
三
十
二
条 

知
事
又
は
建
築
主
事
等
の
許
可
、
認
定
、 

確
認
（
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
済

証
の
交
付
を
含
む
。
）
又
は
中
間
検
査
（
以
下
「
許

可
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
建
築
物
等
の
建
築
主

等
は
、
当
該
建
築
物
等
の
工
事
完
了
前
に
、
そ
の
氏

名
若
し
く
は
住
所
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
又
は
建
築

主
等
の
地
位
の
承
継
が
あ
つ
た
と
き
は
、
別
記
様
式

第
二
十
号
に
よ
る
名
義
等
変
更
届
二
通
に
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
許
可
等
の
通
知
書
、
確
認
済
証
又
は
中
間
検

査
合
格
証
（
以
下
「
許
可
等
通
知
書
類
」
と
い
う
。

）
を
添
え
て
、
知
事
又
は
建
築
主
事
等
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

知
事
又
は
建
築
主
事
等
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
添
付
さ
れ
た
許
可
等
通

知
書
類
を
建
築
主
等
に
返
還
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受

け
た
者
の
確
認
又
は
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
の
中
間
検
査
（
第
三
十
四

条
第
二
項
に
お
い
て
「
指
定
確
認
検
査
機
関
に
よ
る

確
認
又
は
中
間
検
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
建
築

物
等
の
建
築
主
等
は
、
当
該
建
築
物
等
の
工
事
完
了

前
に
、
そ
の
氏
名
若
し
く
は
住
所
に
変
更
が
あ
つ
た

と
き
又
は
建
築
主
等
の
地
位
の
承
継
が
あ
つ
た
と
き

は
、
別
記
様
式
第
二
十
号
の
二
に
よ
る
名
義
等
変
更

届
二
通
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
設
計
の
変
更
届
） 

第
三
十
三
条 

建
築
主
等
は
、
知
事
又
は
建
築
主
事
等

の
許
可
等
（
中
間
検
査
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
を
受
け
た
建
築
物
等
の
計
画
の
変
更

を
し
て
、
当
該
建
築
物
等
の
建
築
等
を
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
二
十
一
号
に
よ
る
設
計
変

更
届
二
通
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
計
画
の
変
更
内
容
を

示
す
図
書
及
び
許
可
等
通
知
書
類
を
添
え
て
、
知
事

又
は
建
築
主
事
等
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
建
築
協
定
の
変
更
認
可
申
請
） 

第
二
十
六
条 

（
略
） 

２ 

第
十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
十
条
の
六
第
四
項
の

規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
者
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
九
条
第
三
項

中
「
省
令
第
十
条
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
」
と
、
「
第
一
項
に
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
に
」

と
、
第
二
十
条
の
六
第
四
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
前
項
」
と
、
「
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
認
可

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
取
下
届
） 

第
三
十
一
条 

法
、
政
令
、
省
令
、
法
施
行
条
例
又
は

こ
の
規
則
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
し
た
者
は
、
当
該

申
請
を
取
り
下
げ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式

第
十
九
号
に
よ
る
取
下
届
を
、
知
事
又
は
建
築
主
事

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
建
築
主
等
の
氏
名
又
は
住
所
の
変
更
届
） 

第
三
十
二
条 

知
事
又
は
建
築
主
事
の
許
可
、
認
定
、

確
認
（
法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
済

証
の
交
付
を
含
む
。
）
又
は
中
間
検
査
（
以
下
「
許

可
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
建
築
物
等
の
建
築
主

等
は
、
当
該
建
築
物
等
の
工
事
完
了
前
に
、
そ
の
氏

名
若
し
く
は
住
所
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
又
は
建
築

主
等
の
地
位
の
承
継
が
あ
つ
た
と
き
は
、
別
記
様
式

第
二
十
号
に
よ
る
名
義
等
変
更
届
二
通
に
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
許
可
等
の
通
知
書
、
確
認
済
証
又
は
中
間
検

査
合
格
証
（
以
下
「
許
可
等
通
知
書
類
」
と
い
う
。

）
を
添
え
て
、
知
事
又
は
建
築
主
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

知
事
又
は
建
築
主
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
添
付
さ
れ
た
許
可
等
通
知

書
類
を
建
築
主
等
に
返
還
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受

け
た
者
の
確
認
又
は
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
の
中
間
検
査
（
第
三
十
四

条
第
二
項
に
お
い
て
「
指
定
確
認
検
査
機
関
に
よ
る

確
認
又
は
中
間
検
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
建
築

物
等
の
建
築
主
等
は
、
当
該
建
築
物
等
の
工
事
完
了

前
に
、
そ
の
氏
名
若
し
く
は
住
所
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き
又
は
建
築
主
等
の
地
位
の
承
継
が
あ
つ
た
と
き

は
、
別
記
様
式
第
二
十
号
の
二
に
よ
る
名
義
等
変
更

届
二
通
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
設
計
の
変
更
届
） 

第
三
十
三
条 

建
築
主
等
は
、
知
事
又
は
建
築
主
事
の

許
可
等
（
中
間
検
査
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
受
け
た
建
築
物
等
の
計
画
の
変
更
を

し
て
、
当
該
建
築
物
等
の
建
築
等
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
別
記
様
式
第
二
十
一
号
に
よ
る
設
計
変
更

届
二
通
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
計
画
の
変
更
内
容
を
示

す
図
書
及
び
許
可
等
通
知
書
類
を
添
え
て
、
知
事
又

は
建
築
主
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ



た
だ
し
、
建
築
物
等
の
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
法

第
六
条
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八

十
七
条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
後
段

の
規
定
に
よ
る
建
築
主
事
等
の
確
認
又
は
法
第
六
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
の
確

認
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
確
認
に
係
る
設
計
変
更

届
を
建
築
主
事
等
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

２ 

（
略
） 

３ 

建
築
主
等
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
計
画
の
変

更
内
容
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
に
許
可
等

の
申
請
書
を
知
事
又
は
建
築
主
事
等
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
新
た
に
法
第
六
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
の
確
認
を

受
け
た
場
合
は
、
当
該
確
認
に
係
る
申
請
書
を
建
築

主
事
等
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

一
―
四 

（
略
） 

五 

そ
の
他
知
事
又
は
建
築
主
事
等
が
必
要
と
認
め 

る
と
き
。 

 

（
工
事
の
取
り
や
め
届
） 

第
三
十
四
条 

知
事
又
は
建
築
主
事
等
の
許
可
等
を
受

け
た
建
築
物
等
の
建
築
主
等
は
、
当
該
建
築
物
等
の

工
事
を
取
り
や
め
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二

号
に
よ
る
工
事
取
り
や
め
届
に
許
可
等
通
知
書
類
を

添
え
て
、
知
事
又
は
建
築
主
事
等
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

（
略
） 

 

（
申
請
書
等
の
経
由
） 

第
三
十
六
条 

（
略
） 

一 

法
第
四
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第
七
項 

又
は
法
第
九
十
七
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二 

項
の
規
定
に
よ
り
市
町
に
置
か
れ
た
建
築
主
事
又 

は
建
築
副
主
事
を
経
由
す
る
と
き
。 

二 

（
略
） 

し
、
建
築
物
等
の
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
法
第
六

条
第
一
項
（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
、
法
第
八
十
七

条
の
四
又
は
法
第
八
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
後
段
の
規

定
に
よ
る
建
築
主
事
の
確
認
又
は
法
第
六
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
の
確
認
を
受

け
た
場
合
は
、
当
該
確
認
に
係
る
設
計
変
更
届
を
建

築
主
事
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

２ 

（
略
） 

３ 

建
築
主
等
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
計
画
の
変

更
内
容
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
た
に
許
可
等

の
申
請
書
を
知
事
又
は
建
築
主
事
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
新
た
に
法
第
六
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
者
の
確
認
を
受

け
た
場
合
は
、
当
該
確
認
に
係
る
申
請
書
を
建
築
主

事
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

一
―
四 

（
略
） 

五 

そ
の
他
知
事
又
は
建
築
主
事
が
必
要
と
認
め
る 

と
き
。 

 

（
工
事
の
取
り
や
め
届
） 

第
三
十
四
条 
知
事
又
は
建
築
主
事
の
許
可
等
を
受
け

た
建
築
物
等
の
建
築
主
等
は
、
当
該
建
築
物
等
の
工

事
を
取
り
や
め
た
と
き
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
号

に
よ
る
工
事
取
り
や
め
届
に
許
可
等
通
知
書
類
を
添

え
て
、
知
事
又
は
建
築
主
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

（
略
） 

 

（
申
請
書
等
の
経
由
） 

第
三
十
六
条 

（
略
） 

一 

法
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
法
第 

九
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
に
置 

か
れ
た
建
築
主
事
を
経
由
す
る
と
き
。 

 二 

（
略
） 

 
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に

改
正
す
る
。



改 正 後 改 正 前 
  

 
様式第２号の３（第６条の３関係） 

 

土砂災害特別警戒区域に係る対策工事状況報告書 

                                   年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

広島県知事（建築副主事）様 

指 定 確 認 検 査 機 関 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

次のとおり、建築基準法施行令第80条の３に係る対策状況を報告します。 

なお、この設計内容のとおり、工事監理者として適正に工事監理を行つています。 

（略） （略） 

３ 
土砂災害特別警戒区域 

に建築物が含まれるか 

□含まれる 

□含まれない（２の土砂災害特別警戒区域線の復元は適切 

 に行つた。）（→以後４～６は記入不要） 

（略） （略） 

本申請建築物は、建築主と協議の上、上記により設計し、建築基準法施行令第80条の３の

規定に適合するものとなつています。 

設計者  氏         名   

（  ）建築士（  ）登録第          号 

（  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

 注 （略） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
様式第２号の３（第６条の３関係） 

 

土砂災害特別警戒区域に係る対策工事状況報告書 

                                   年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

            様 

指 定 確 認 検 査 機 関 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

次のとおり、建築基準法施行令第80条の３に係る対策状況を報告します。 

なお、この設計内容のとおり、工事監理者として適正に工事監理を行っています。 

（略） （略） 

３ 
土砂災害特別警戒区域 

に建築物が含まれるか 

□含まれる 

□含まれない（２の土砂災害特別警戒区域線の復元は適切 

 に行った。）（→以後４～６は記入不要） 

（略） （略） 

本申請建築物は、建築主と協議の上、上記により設計し、建築基準法施行令第80条の３の

規定に適合するものとなっています。 

設計者  氏         名   

（  ）建築士（  ）登録第          号 

（  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

 注 （略） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
様式第２号の４（第６条の３関係） 

（第１面） 

 

省エネ基準工事監理状況報告書（標準入力法） 

                                  年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

広島県知事（建築副主事）様 

指 定 確 認 検 査 機 関 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

（略） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行つ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

  

 
（第２面） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行つ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

 注 １・２ （略） 

３ 「照合を行つた設計図書」の欄は、建築基準法施行規則第１条の３に規定する図書 

等のうち、工事監理で照合を行つた図書を記載すること。 

   ４ （略） 

   ５ 「確認結果」の欄は、「適」・「不適」のいずれかを記入し、工事施工者が注意に 

従わなかつた場合は「不適」を記入すること。また、不適の場合には建築主に対して 

行つた報告の内容を記載すること。 

    ６・７ （略） 

 

 

 
様式第２号の４（第６条の３関係） 

（第１面） 

 

省エネ基準工事監理状況報告書（標準入力法） 

                                  年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

             様 

指 定 確 認 検 査 機 関 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

（略） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行っ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

  

 
（第２面） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行っ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

 注 １・２ （略） 

３ 「照合を行った設計図書」の欄は、建築基準法施行規則第１条の３に規定する図書 

等のうち、工事監理で照合を行った図書を記載すること。 

   ４ （略） 

   ５ 「確認結果」の欄は、「適」・「不適」のいずれかを記入し、工事施工者が注意に 

従わなかった場合は「不適」を記入すること。また、不適の場合には建築主に対して 

行った報告の内容を記載すること。 

    ６・７ （略） 

 

 



 
様式第２号の５（第６条の３関係） 

 

省エネ基準工事監理状況報告書（モデル建物法） 

                                   年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

広島県知事（建築副主事）様 

指 定 確 認 検 査 機 関 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

（略） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行つ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

注 １・２ （略） 

３ 「照合を行つた設計図書」の欄は、建築基準法施行規則第１条の３に規定する図書 

等のうち、工事監理で照合を行つた図書を記載すること。 

   ４ （略） 

   ５ 「確認結果」の欄は、「適」・「不適」のいずれかを記入し、工事施工者が注意に 

従わなかつた場合は「不適」を記入すること。また、不適の場合には建築主に対して 

行つた報告の内容を記載すること。 

    ６・７ （略） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
様式第２号の５（第６条の３関係） 

 

省エネ基準工事監理状況報告書（モデル建物法） 

                                   年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

             様 

指 定 確 認 検 査 機 関 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

（略） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行っ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

 注 １・２ （略） 

３ 「照合を行った設計図書」の欄は、建築基準法施行規則第１条の３に規定する図書 

等のうち、工事監理で照合を行った図書を記載すること。 

   ４ （略） 

   ５ 「確認結果」の欄は、「適」・「不適」のいずれかを記入し、工事施工者が注意に 

従わなかった場合は「不適」を記入すること。また、不適の場合には建築主に対して 

行った報告の内容を記載すること。 

    ６・７ （略） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
様式第２号の６（第６条の３関係） 

（第１面） 

 

地業工事監理状況報告書 

                                  年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

広島県知事（建築副主事）様 

指 定 確 認 検 査 機 関 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

（略） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行つ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

  

 
（第２面） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行つ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
様式第２号の６（第６条の３関係） 

（第１面） 

 

地業工事監理状況報告書 

                                  年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

             様 

指 定 確 認 検 査 機 関 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

（略） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行っ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

  

 
（第２面） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行っ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（第３面） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行つ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

 注 １―４ （略） 

５ 「照合を行つた設計図書」の欄は、建築基準法施行規則第１条の３に規定する図書 

等のうち、工事監理で照合を行つた図書を記載すること。 

   ６ （略） 

   ７ 「確認結果」の欄は、「適」・「不適」のいずれかを記入し、工事施工者が注意に 

従わなかつた場合は「不適」を記入すること。また、不適の場合には建築主に対して 

行つた報告の内容を記載すること。 

    ８ 知事又は建築主事等から建築基準法第12条第５項の規定に基づき、指定工程時に工 

事監理状況報告書（別記様式第３号（第７条関係））の提出を求める場合がある。こ 

の場合、この様式の添付及び検査時の書類の備置きは要しない。 

    ９・10 （略） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（第３面） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行っ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

 注 １―４ （略） 

５ 「照合を行った設計図書」の欄は、建築基準法施行規則第１条の３に規定する図書 

等のうち、工事監理で照合を行った図書を記載すること。 

   ６ （略） 

   ７ 「確認結果」の欄は、「適」・「不適」のいずれかを記入し、工事施工者が注意に 

従わなかった場合は「不適」を記入すること。また、不適の場合には建築主に対して 

行った報告の内容を記載すること。 

   ８ 知事又は建築主事から建築基準法第12条第５項の規定に基づき、指定工程時に工事 

監理状況報告書（別記様式第３号（第７条関係））の提出を求める場合がある。 

この場合、この様式の添付及び検査時の書類の備置きは要しない。 

   ９・10 （略） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
様式第２号の７（第６条の３関係） 

（第１面） 

 

コンクリート工事監理状況報告書 

                                  年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

広島県知事（建築副主事）様 

指 定 確 認 検 査 機 関 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

（略） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行つ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
様式第２号の７（第６条の３関係） 

（第１面） 

 

コンクリート工事監理状況報告書 

                                  年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

             様 

指 定 確 認 検 査 機 関 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

（略） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行っ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（第２面） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行つ 

た設計図書 
(略) (略) 

２  

施工 

②コンクリートの打込み 

⑷打込み後、コンクリートの打上り状態 

 ・型枠支柱存置期間 

 ・部材断面の寸法、平たんさ 

 ・部材位置、開口部位置、目地位置 

 ・欠陥（ひび割れ・たわみ・じやんか・空 

  洞・コールドジョイント） 

(略) (略) (略) 

（略） 

 注 １―４ （略） 

５ 「照合を行つた設計図書」の欄は、建築基準法施行規則第１条の３に規定する図書 

等のうち、工事監理で照合を行つた図書を記載すること。 

   ６ （略） 

   ７ 「確認結果」の欄は、「適」・「不適」のいずれかを記入し、工事施工者が注意に 

従わなかつた場合は「不適」を記入すること。また、不適の場合には建築主に対して 

行つた報告の内容を記載すること。 

    ８ 知事又は建築主事等から建築基準法第12条第５項の規定に基づき、指定工程時に工 

事監理状況報告書（別記様式第３号（第７条関係））の提出を求める場合がある。こ 

の場合、この様式の添付及び検査時の書類の備置きは要しない。 

９・10 （略） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（第２面） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行っ 

た設計図書 
(略) (略) 

２  

施工 

②コンクリートの打込み 

⑷打込み後、コンクリートの打上り状態 

 ・型枠支柱存置期間 

 ・部材断面の寸法、平たんさ 

 ・部材位置、開口部位置、目地位置 

 ・欠陥（ひび割れ・たわみ・じゃんか・空 

  洞・コールドジョイント） 

(略) (略) (略) 

（略） 

 注 １―４ （略） 

５ 「照合を行った設計図書」の欄は、建築基準法施行規則第１条の３に規定する図書 

等のうち、工事監理で照合を行った図書を記載すること。 

   ６ （略） 

   ７ 「確認結果」の欄は、「適」・「不適」のいずれかを記入し、工事施工者が注意に 

従わなかった場合は「不適」を記入すること。また、不適の場合には建築主に対して 

行った報告の内容を記載すること。 

    ８ 知事又は建築主事から建築基準法第12条第５項の規定に基づき、指定工程時に工事 

監理状況報告書（別記様式第３号（第７条関係））の提出を求める場合がある。この 

場合、この様式の添付及び検査時の書類の備置きは要しない。 

９・10 （略） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
様式第２号の８（第６条の３関係） 

（第１面） 

 

鉄筋工事監理状況報告書 

                                  年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

広島県知事（建築副主事）様 

指 定 確 認 検 査 機 関 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

（略） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行つ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
様式第２号の８（第６条の３関係） 

（第１面） 

 

鉄筋工事監理状況報告書 

                                  年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

             様 

指 定 確 認 検 査 機 関 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

（略） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行っ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（第２面） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行つ 

た設計図書 
(略) (略) 

３ 

試験 

①ガス溶接 

⑴共通 

・外観（ふくらみの形状・寸法・圧接面の 

ずれ・圧接部の折れ曲り・鉄筋中心軸の 

偏心量・たれ・焼き割れ） 

・内部欠陥（不溶着部） 

・試験片抜取り後の処置 

(略) (略) (略) 

⑵不合格となつた圧接部の修正 

・外観試験の不合格部の修正 

・抜取り試験による不合格部の修正 

(略) (略) (略) 

 注 １―４ （略） 

５ 「照合を行つた設計図書」の欄は、建築基準法施行規則第１条の３に規定する図書 

等のうち、工事監理で照合を行つた図書を記載すること。 

   ６ （略） 

   ７ 「確認結果」の欄は、「適」・「不適」のいずれかを記入し、工事施工者が注意に 

従わなかつた場合は「不適」を記入すること。また、不適の場合には建築主に対して 

行つた報告の内容を記載すること。 

    ８ 知事又は建築主事等から建築基準法第12条第５項の規定に基づき、指定工程時に工 

事監理状況報告書（別記様式第３号（第７条関係））の提出を求める場合がある。こ 

の場合、この様式の添付及び検査時の書類の備置きは要しない。 

９・10 （略） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
（第２面） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行っ 

た設計図書 
(略) (略) 

３ 

試験 

①ガス溶接 

⑴共通 

・外観（ふくらみの形状・寸法・圧接面の 

ずれ・圧接部の折れ曲り・鉄筋中心軸の 

偏心量・たれ・焼き割れ） 

・内部欠陥（不溶着部） 

・試験片抜取り後の処置 

(略) (略) (略) 

⑵不合格となった圧接部の修正 

・外観試験の不合格部の修正 

・抜取り試験による不合格部の修正 

(略) (略) (略) 

 注 １―４ （略） 

５ 「照合を行った設計図書」の欄は、建築基準法施行規則第１条の３に規定する図書 

等のうち、工事監理で照合を行った図書を記載すること。 

   ６ （略） 

   ７ 「確認結果」の欄は、「適」・「不適」のいずれかを記入し、工事施工者が注意に 

従わなかった場合は「不適」を記入すること。また、不適の場合には建築主に対して 

行った報告の内容を記載すること。 

   ８ 知事又は建築主事から建築基準法第12条第５項の規定に基づき、指定工程時に工事 

監理状況報告書（別記様式第３号（第７条関係））の提出を求める場合がある。この 

場合、この様式の添付及び検査時の書類の備置きは要しない。 

９・10 （略） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
様式第２号の９（第６条の３関係） 

（第１面） 

 

鉄骨工事監理状況報告書 

                                  年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

広島県知事（建築副主事）様 

指 定 確 認 検 査 機 関 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

（略） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行つ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

２  

施工 

①資格 

 ・溶接施工管理技術者、溶接技能者 

 ・溶融亜鉛めつき高力ボルト接合の施工管 

理技術者、締付け技能者 

 ・専門検査会社の非破壊試験検査技術者、 

  建築鉄骨超音波検査技術者 

(略) (略) (略) 

(略) (略) (略) (略) 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
様式第２号の９（第６条の３関係） 

（第１面） 

 

鉄骨工事監理状況報告書 

                                  年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

             様 

指 定 確 認 検 査 機 関 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

（略） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行っ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

２  

施工 

①資格 

 ・溶接施工管理技術者、溶接技能者 

 ・溶融亜鉛めっき高力ボルト接合の施工管 

理技術者、締付け技能者 

 ・専門検査会社の非破壊試験検査技術者、 

  建築鉄骨超音波検査技術者 

(略) (略) (略) 

(略) (略) (略) (略) 

  

 
 
 
 
 
 
 
 



 
（第２面） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行つ 

た設計図書 
(略) (略) 

２  

施工 

(略) (略) (略) (略) 

⑧溶融亜鉛めつき工法 

⑴溶融亜鉛めつき 

 ・めつき付着量、溶接部の割れ、仕上り状

態、傷の補修状態 

⑵溶融亜鉛めつき高力ボルト 

 ・摩擦面の処理 

 ・締付け（マーキングのずれ・ナット回転 

  量・ボルト余長） 

(略) (略) (略) 

（略） 

  

 
（第３面） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行つ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

 注 １―４ （略） 

５ 「照合を行つた設計図書」の欄は、建築基準法施行規則第１条の３に規定する図書 

等のうち、工事監理で照合を行つた図書を記載すること。 

   ６ （略） 

   ７ 「確認結果」の欄は、「適」・「不適」のいずれかを記入し、工事施工者が注意に 

従わなかつた場合は「不適」を記入すること。また、不適の場合には建築主に対して 

行つた報告の内容を記載すること。 

    ８ 知事又は建築主事等から建築基準法第12条第５項の規定に基づき、指定工程時に工 

事監理状況報告書（別記様式第３号（第７条関係））の提出を求める場合がある。こ 

の場合、この様式の添付及び検査時の書類の備置きは要しない。 

９・10 （略） 

 

 
（第２面） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行っ 

た設計図書 
(略) (略) 

２  

施工 

(略) (略) (略) (略) 

⑧溶融亜鉛めっき工法 

⑴溶融亜鉛めっき 

 ・めっき付着量、溶接部の割れ、仕上り状

態、傷の補修状態 

⑵溶融亜鉛めっき高力ボルト 

 ・摩擦面の処理 

 ・締付け（マーキングのずれ・ナット回転 

  量・ボルト余長） 

(略) (略) (略) 

（略） 

  

 
（第３面） 

項目 

報   告   内   容 

報  告  事  項 
照合を行っ 

た設計図書 
(略) (略) 

（略） 

 注 １―４ （略） 

５ 「照合を行った設計図書」の欄は、建築基準法施行規則第１条の３に規定する図書 

等のうち、工事監理で照合を行った図書を記載すること。 

   ６ （略） 

   ７ 「確認結果」の欄は、「適」・「不適」のいずれかを記入し、工事施工者が注意に 

従わなかった場合は「不適」を記入すること。また、不適の場合には建築主に対して 

行った報告の内容を記載すること。 

   ８ 知事又は建築主事から建築基準法第12条第５項の規定に基づき、指定工程時に工事 

監理状況報告書（別記様式第３号（第７条関係））の提出を求める場合がある。この 

場合、この様式の添付及び検査時の書類の備置きは要しない。 

９・10 （略） 

 



 
様式第３号（第７条関係） 

 

工 事 監 理 状 況 報 告 書 

                                   年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

             様 

広島県知事（建築副主事） 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

（略） 

 

 
様式第18号（表面）（第30条関係） 
 

不 適 合 既 存 工 作 物 届 

 

（略） 

 

建築基準法第88条第2項において準用する同法第86条の7第1項の規定により、既存工作物に

対する制限の緩和を受けることとなる工作物を届け出ます。 

（略） 

※ 

      年  月  日付で届出のあつた不適合既存工作物届については、   年 

  月  日付けで受理しました。 

                      広島県知事  氏        名 □印 

 注 （略） 

 

 （裏面） （略） 
 
 
 
 
 
 

 
様式第３号（第７条関係） 

 

工 事 監 理 状 況 報 告 書 

                                   年  月  日 

広島県知事 

            様 

（建築主事） 

                 住 所 

                 工事監理者 氏        名 

                 （  ）建築士（  ）登録第          号 

                 （  ）建築士事務所（  ）知事登録第     号 

                            電話（  ）       番 

（略） 

 

 
様式第18号（表面）（第30条関係） 
 

不 適 合 既 存 工 作 物 届 

 

（略） 

 

建築基準法第88条第2項において準用する同条第86条の7第1項の規定により、既存工作物に

対する制限の緩和を受けることとなる工作物を届け出ます。 

（略） 

※ 

      年  月  日付で届出のあった不適合既存工作物届については、   年 

  月  日付けで受理しました。 

                      広島県知事  氏        名 □印 

 注 （略） 

 

 （裏面） （略） 
 
 
 
 
 
 



 
様式第19号（第31条関係） 

 

取      下      届 

                                   年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

             様 

広島県知事（建築副主事） 

                         住 所 

                         届出者 氏        名 

（略） 

 

 
様式第20号（第32条関係） 

 
名  義  等  変  更  届 

                                   年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

             様 

広島県知事（建築副主事） 

                             住 所 

                             届出者 

（略） 

（略） 

※ 

      年  月  日付で届出のあつた名義等変更届については、       年 

  月  日付けで受理しました。 

                      広島県知事 

（建築主事）  氏        名 ○印 

（建築副主事） 

 注 （略） 

 

 
 
 
 
 
 

 
様式第19号（第31条関係） 

 

取      下      届 

                                   年  月  日 

広島県知事 

            様 

（建築主事） 

                         住 所 

                         届出者 氏        名 

（略） 

 

 
様式第20号（第32条関係） 

 
名  義  等  変  更  届 

                                   年  月  日 

広島県知事 

            様 

（建築主事） 

                             住 所 

                             届出者  

（略） 

（略） 

※ 

      年  月  日付で届出のあつた名義等変更届については、       年 

  月  日付けで受理しました。 

広島県知事 

氏       名 ○印 

（建築主事） 

 注 （略） 

 

 
 
 
 
 
 



 
様式第21号（第33条関係） 

 
設  計  変  更  届 

                                   年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

             様 

広島県知事（建築副主事） 

                             住 所 

                             届出者 

（略） 

（略） 

※      年  月  日付で届出のあつた設計変更届については、     年 

  月   日付けで受理しました。 

                      広島県知事 

（建築主事）  氏        名 ○印 

（建築副主事） 

 注 （略） 

 

 
様式第22号（第34条関係） 

 
工  事  取  り  や  め  届 

                                   年  月  日 

広島県知事（建 築 主 事） 

             様 

広島県知事（建築副主事） 

                         住 所 

                         届出者 氏        名 

                  （略） 

 
 

 
様式第21号（第33条関係） 

 
設  計  変  更  届 

                                   年  月  日 

広島県知事 

            様 

（建築主事） 

                             住 所 

                             届出者  

（略） 

（略） 

※      年  月  日付で届出のあつた設計変更届については、     年 

  月   日付けで受理しました。 

広島県知事 

氏       名 ○印 

（建築主事） 

 注 （略） 

 

 
様式第22号（第34条関係） 

 
工  事  取  り  や  め  届 

                                   年  月  日 

広島県知事 

            様 

（建築主事） 

                         住 所 

                         届出者 氏        名 

                  （略） 

 
 

  



 
（
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
四
年
広
島
県
規
則
第
七
十
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う

に
改
正
す
る
。 

改 
正 

後 

改 

正 

前 

 
 

（
適
合
審
査
を
行
う
者
） 

第
五
条 

手
数
料
条
例
別
表
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進 

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
。 

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
の
項
の

規
則
で
定
め
る
者
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法

律
第
五
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
登
録
建
築
物

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
又
は
登
録
住
宅
性

能
評
価
機
関
と
す
る
。 

（
適
合
審
査
を
行
う
者
） 

第
五
条 

手
数
料
条
例
別
表
都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進 

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
。 

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
の
項
の

規
則
で
定
め
る
者
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律

第
五
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
登
録
建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
又
は
登
録
住
宅
性
能

評
価
機
関
と
す
る
。 

 
 

 

（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
八
年
広
島
県

規
則
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う

に
改
正
す
る
。 

改 

正 

後 

改 

正 

前 

 
 

 
 

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向 

 
 

上
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法

律
第
五
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
建

築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第

五
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
の
施
行
並
び
に

広
島
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
広
島
県
条
例
第

五
号
。
以
下
「
手
数
料
条
例
」
と
い
う
。
）
別
表
建

築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
の
項
に
規
定
す

る
規
則
で
定
め
る
用
途
及
び
規
則
で
定
め
る
図
書
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
関
し
て
工
場
又
は
倉
庫
に 

類
す
る
用
途
） 

第
十
四
条 

手
数
料
条
例
別
表
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七

年
法
律
第
五
十
三
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法

」
と
い
う
。
）
の
項
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向 

 
 

上
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律

第
五
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
建
築

物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律 

施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土
交
通
省
令
第
五
号
。 

以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
の
施
行
並
び
に
広
島
県

手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
広
島
県
条
例
第
五
号
。

以
下
「
手
数
料
条
例
」
と
い
う
。
）
別
表
建
築
物
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
の
項
に
規
定
す
る
規
則
で

定
め
る
用
途
及
び
規
則
で
定
め
る
図
書
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
に
関
し
て
工
場
又
は
倉
庫
に 

類
す
る
用
途
） 

第
十
四
条 

手
数
料
条
例
別
表
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年

法
律
第
五
十
三
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
の
項
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量



量
に
関
し
て
工
場
又
は
倉
庫
に
類
す
る
も
の
と
し
て 

規
則
で
定
め
る
用
途
は
、
次
に
掲
げ
る
用
途
と
す
る
。 

一
―
三 

（
略
） 

に
関
し
て
工
場
又
は
倉
庫
に
類
す
る
も
の
と
し
て
規

則
で
定
め
る
用
途
は
、
次
に
掲
げ
る
用
途
と
す
る
。

一
―
三 

（
略
） 

 

（
誘
導
基
準
適
合
図
書
及
び
消
費
性
能
基
準
適
合
図 

書
） 

第
十
五
条 

手
数
料
条
例
別
表
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七

年
法
律
第
五
十
三
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法

」
と
い
う
。
）
の
項
に
規
定
す
る
法
第
三
十
五
条
第

一
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
図

書
は
第
十
二
条
各
号
に
掲
げ
る
図
書
と
、
法
第
二
条

第
三
号
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
図
書
は
第
十
三
条
各

号
に
掲
げ
る
図
書
と
す
る
。 

 

（
誘
導
基
準
適
合
図
書
及
び
消
費
性
能
基
準
適
合
図 

書
） 

第
十
五
条 

手
数
料
条
例
別
表
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年

法
律
第
五
十
三
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
の
項
に
規
定
す
る
法
第
三
十
五
条
第
一

項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
図
書

は
第
十
二
条
各
号
に
掲
げ
る
図
書
と
、
法
第
二
条
第

三
号
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適
合

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
図
書
は
第
十
三
条
各
号

に
掲
げ
る
図
書
と
す
る
。 

 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 




